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東日本大震災での港湾被害等について

1

資料２
東日本大震災の概要

重要港湾の震度 重要港湾の津波高さ

注１）※津波高さは港内の代表的地点の値、到達時間は東北地方太平洋沖地震
の発生（14:46）から津波の最大波が到達した時間で港周辺の計測地点における

値。
注２）津波の高さは気象庁の公表資料、海岸工学委員会の調査結果および日本
津波被害総覧（1985）より国土交通省港湾局作成

最大波
到達時間

39分

53分

2

注１）気象庁の公表資料より国土交通省港湾局作成

出典：港湾における地震・津波対策のあり方（参考図）
（交通政策審議会港湾分科会防災部会H24.6.13）

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

雷神埠頭（耐震）
・2B(‐9)440m（1B耐震）

・完成自動車等

高砂コンテナターミナル
・高砂1号(‐12)270m
・高砂2号(‐14)330m耐震
・ガントリークレーン4基
・ストラドルキャリア11台

仙台港区の概要

北米、中国・韓国、台湾を結ぶ外貿コンテナ定期航路（震災前週５便）や京浜港等との間に内航フィー
ダー航路を多数（震災前週14便）有し、東北港湾のコンテナ取扱貨物量の約６割を占める。

名古屋港－仙台港区－苫小牧港を結ぶフェリーが毎日運航している。
背後に立地する自動車組立工場からの積出拠点や、東北地方で販売される完成自動車の移入拠点と

して重要な役割を果たしている。
東北で、唯一の製油所が立地するほか、火力発電所、ガス工場が立地し、地域のエネルギー供給基地

となっている。

中野埠頭
・1号(‐10)240m・2～6号（‐10）185m×5B
・完成自動車、鋼材、セメント、穀物等

フェリー埠頭
・(‐8.5)238m
・フェリー

JX日鉱日石エネルギー㈱

仙台製油所

鋼材工場

飼料工場
セメントSS

モータープール

3

油槽所

ガス工場 高松埠頭（耐震）
・B(‐12)240m（1B耐震）

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

輸移入
65,737TEU

仙台港区の概要 【取扱貨物量（H22）】

【コンテナ個数（H22）】

実入・空計 216,142TEU
うち内航99,321TEU

輸移出入別取扱貨物量

出典：宮城県港湾統計より作成

※H23清水港
取扱貨物量1,583万トン

※H23清水港
実入・空計500,431TEU

4

3,541万トン H23は2,206万トン
（H22の62％）

H23は、96,528 TEU（H22の45%）
うち内航66,092TEU（H22の66%）

品目別取扱貨物量

3,541万トン

輸移出
89,717TEU ※ゴム製品の荷主は

東洋ゴム工業㈱

資料２.



仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

津波の浸水状況

出典：国土地理院 2万5千分1浸水範囲概況図、仙台市、多賀城市の津波ハザードマップを元に作成
浸水深は、港湾空港技術研究所資料No.1231による

5

浸水深3.7m

浸水深4.2m

ハザードマップの
想定浸水域

・津波浸水は臨港地区全域にわたった。
・ハザードマップの想定浸水範囲を大きく超える範囲が浸水した。
・仙台港区での浸水深は4.7mに達した。

津波浸水範囲

浸水深4.7m

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

港湾施設の被害

出典：宮城県港湾戦略ビジョン策定委員会
第２回委員会資料（H23.8.2） 6

写真は、H23.3.13～3.20ごろ撮影

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

JX日鉱日石エネルギー㈱仙台製油所火災

出典：東北地方太平洋沖地震による仙台製油所での火災について（第４報）（JXホールディングス）

震災後の高砂コンテナターミナル

中野埠頭の倉庫

出典：東日本大震災の記録（多賀城市）

雷神埠頭背後の建物

3月11日 14:46 地震発生、全装置緊急運転停止

15:45 津波により冠水

20:00頃 爆発音発生、火災を確認したため所員は
所外へ避難

3月12日 11:20頃 半径2km以内の住民への避難指示

3月13日 当局と共に今後の対策を検討
21:00 対策として、出火場所へ配管でつながって

いる別エリア（東地区）のタンク元弁を閉鎖
することを決定

3月14日 11:30頃 当社所員がタンク元弁の閉鎖作業完了
3月15日 11:00頃

14:30
消火活動開始
鎮火

倉庫・建屋の被害

出典：港湾空港技術研究所資料No.1231

7

コンビナート地区外への延焼はなかった。

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

港湾利用企業の被害 震災後の高砂コンテナターミナル仙台飼料(株)
（穀物）
【被災状況】
・工場が浸水被害
【復旧状況】
・平成23年6月鶏豚工場再開
・平成23年9月牛工場再開

東洋ゴム工業㈱仙台工場
（コンテナ）
※岩沼市の仙台空港近くに立地
【被災状況】
・工場の一部が浸水被害
【復旧状況】
・平成23年3月23日操業再開
・平成23年5月6日震災前水準回復

太平洋セメント㈱仙台ＳＳ
（セメント）
【被災状況】
・サイロが浸水被害
【復旧状況】
・平成23年9月1日出荷開始
・平成23年9月8日セメント船入港

ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）
仙台製油所
（原油、石油製品）
【被災状況】
・津波により浸水、火災発生
【復旧状況】
・平成23年5月3日出荷のみ開始
・平成24年3月9日生産再開

東北スチール㈱
（鋼材）
【被災状況】
・工場が浸水
・復旧断念 出典：各種報道、各社HPより

作成

トヨタ自動車東日本㈱
宮城大衡工場、岩手工場
（完成自動車）
※いずれも内陸部に立地
【被災状況】
・地震により被災したものの被害
は軽微
【復旧状況】
・平成23年4月18日より稼働開始。
・平成23年4月21日より積出開始

ＪＦＥ条鋼(株) 仙台製造所
（鋼材）
【被災状況】
・工場設備の大部分が浸水
【復旧状況】
・平成23年７月中旬に一部稼働。
・平成23年8月20日に全設備稼働

日本製紙(株) 石巻工場
（コンテナ）
※石巻港臨港地区内に立地
【被災状況】
・工場設備の大部分が浸水
【復旧状況】
・平成23年9月16日一部稼働。

・製品の輸出は停止

8



仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

コンテナターミナルの被害

高砂2号岸壁

（耐震）
法線はらみ出しに伴う背後の
崩落、エプロン部全体が1m沈

下、舗装版下に空洞

ヤード 津波による漂流コンテナ散乱

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ
（4基）

浸水・損傷（転倒はしなかっ
た）
岸壁被害に伴うレール損傷

ｽﾄﾗﾄﾞﾙｷｬﾘｱ
（5台）

4台が損傷（津波による海中水

没、転倒、漂流コンテナの追
突）

その他荷役
機械

ﾄｯﾌﾟﾘﾌﾀｰ、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ﾄﾗｸﾀｰ
ﾍｯﾄﾞ、ｼｬｰｼ等被災

電気設備 受電設備、配管、照明灯、リー
ファーコンセント等浸水被害

コンテナ 蔵置していた約4,400個中
約2,000個がヤード外へ流
出、2,400個はヤード内に

散乱

散乱したコンテナ

出典：東北地方整備局資料、国土交通省港湾局資料、塩釜港湾・空港整備事務所資料

高砂2号岸壁

震災後の高砂コンテナターミナル

ストラドルキャリア出典：東北地方整備局資料、港湾第88巻第11号（日本港湾協会）をもとに作成

9

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

航路泊地に流出した障害物と航路啓開 震災後の高砂コンテナターミナル

出典：港湾空港技術研究所資料No.1231

出典：国土交通省交通政策審議会第4 1 回港湾分科会資料（H23.4.14）

平成23年3月12日 東北地方整備局が協定に基づき
（社）日本埋立浚渫協会に支援要請

平成23年3月14日 海底状況の確認調査開始
平成23年3月15日 航路啓開作業、深浅測量、海底地形測量実施
平成23年3月18日 高松埠頭（‐12m）１バース供用開始
平成23年4月1日 一般船舶の入港許可
平成23年5月21日 障害物撤去完了

■揚収物
コンテナ３３５個
自動車２６個
その他７４個

■測量による障害物分布状況５３１地点

10

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

震災後の高砂コンテナターミナル

出典：港湾第88巻代12号（H23.12）より

コンテナ処理の流れ

H23年6月 ○処理方針決定し船社に通知

所有権の放棄を前提
に宮城県が処理

荷主又は船社の自己負担で処理
（ただし、費用請求を前提に宮城

県に処理を委託することも可）

8月中旬

③ＣＴ内の被災コンテナ

○所有権放棄書類の提出

○被災コンテナの処理作業開始

10月 約500本（全体の約11％）処理

その後も引き続き作業

11

①航路啓開で引き揚げられたコンテナ
②海岸・離島に漂着したコンテナ

仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

震災後の高砂コンテナターミナル
復旧の経過 震災前後の貨物量の推移

○全体

○コンテナ

6/8内航フィーダー2航路

7/6内港フィーダー3航路

7/23内港フィーダー4航
路 9/30中国・韓国航路1航路

1/13北米航路
1航路

出典：宮城県資料より作成 出典：港湾統計より作成 12

年 月 日
震災後
の日数

港湾の復旧 船舶入港状況

H23 3 11 0 震災発生
13 2 津波警報解除
14 3 航路啓開、応急復旧開始
16 5 高松岸壁（耐震）供用再開
18 7 中野2・3号供用再開 緊急支援物資船入港
21 10 雷神1･2号供用再開
23 12 中野5･6号供用再開 フェリー初入港（緊急物資）

4 1 21 一般船舶入港許可
2 22 第1回復興会議
7 27 内航RORO航路再開

11 31 フェリー定期航路再開
16 36 完成車初出荷

5 27 77 外航一般貨物船入港

6 1 82
高砂1号岸壁供用再開
（ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ）

8 89 内航コンテナ船初入港
24 105 第2回復興会議

8 8 150 第3回復興会議
18 160 ﾘｰﾌｧｰｺﾝｾﾝﾄ供用再開

9 5 178 ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ供用再開
30 203 外航コンテナ船初入港

H24 1 13 308 高砂2号岸壁供用再開
22 317 北米コンテナ航路再開



仙台塩釜港（仙台港区） 震度6強・津波高7.2m

震災後の高砂コンテナターミナル物流への影響
【東洋ゴム工業㈱仙台工場の場合】
・東洋ゴム工業㈱仙台工場は輸出用の製品の生産拠点。仙台塩釜港から世界各国へ製品を輸出していた。
・仙台塩釜港の代替港として京浜港と新潟港を利用、さらに、国内向け製品の生産工場との間で海外向けと国内向けの
製品の互換生産を行うことで対応した。
・内航フィーダー航路が再開した6月から仙台塩釜港の利用を再開し、残りの貨物も7月以降徐々に仙台塩釜港に戻した。
・平成23年度第2四半期決算説明資料によると東日本大震災による物流コストの増加額は今年度約10億円の見通し。

新潟港の震災前後のコンテナ貨物量の変化

出典：東洋ゴム工業㈱2011年3月期決算説明会資料
13

出典：港湾統計より作成

茨城港（日立港区） 震度6強・津波高4.2m

品目別取扱貨物量
（H22）

輸移出入別取扱貨物量
（H22）

596万トン
（H23 421万トン）

596万トン
（H23 421万トン）

第３ふ頭

第４ふ頭 第５ふ頭第１ふ頭

第２ふ頭
定期RORO船
ターミナル

自動車輸送基地
バルク貨物輸送基地

出光興産㈱日立油槽所

日立セメント㈱

東西オイルターミナル㈱
日立油槽所

日立電線㈱日立製作所㈱

日立港区の概要

完成自動車、石油隻品、鉱産品
等を主に扱っている。
またRORO定期航路の北海道航路

がデイリーで運航され、北海道の
牛乳や農産品の県内を始め、首
都圏に供給している。

清水港約1,600万トン

14
※日立港区は、清水港と同様に埋立により、くし形のふ頭が整備されている港湾である。

茨城港（日立港区） 震度6強・津波高4.2m

岸壁先端部
が流出

岸壁延長
方向のひび

護岸先端部の破損

エプロン沈下【写真①】

岸壁先端部が流出

段差及び液状化
による沈下

臨港道路破損
上屋被災あり

臨港道路破損
上屋周辺に段差
（50～100cm）

（写真②）

段差・沈下
（50～100cm）

液状化による
不陸（全面的）

国道245号 液状化（片側１車線通行）

段差（約1.0m）

【写真③】

液状化による不陸（全面的）

液状化によ
る沈下・不陸

岸壁のはらみ出し

沈下（液状化）による
舗装の破損 【写真⑤】

全体的に段差
（約50cm）

岸壁のはらみ出し

消波ブロック沈下

土砂堆積
（最小9m程度）

土砂堆積
（最小10m程度）

【写真④】

港湾施設の被害

写真① エプロン沈下

写真② 上屋周辺の段差 写真③ エプロンの段差

写真④ 津波で流された車両

写真⑤ 液状化による陥没

出典：茨城県内港湾の被災及び復旧状況
（H23.3.19関東地方整備局）、茨城港日立港

区における東日本大震災の復旧・復興方針
（H23.8関東地方整備局・茨城県）より作成

15

国道245号は3/19に応

急復旧完了し、下り線対
面通行により暫定供用
開始した。

茨城港（日立港区） 震度6強・津波高4.2m

完成自動車約1,300台が押し流された

（第５ふ頭）出典：国土地理院2万5千分の1浸水範囲概況図

浸水深は港湾空港技術研究所資料No.1231 出典：東日本大震災港湾被状況現地調査（第１班）報告書
（H23.4.26社団法人日本港湾協会）

事務所（第４ふ頭）

県営上屋（第２ふ頭）

出典：港湾空港技術研究所資料No.1231

16

津波の浸水状況
・臨港地区の大部分が浸水した。
・埠頭地区では、1～1.5ｍ程度浸水した。

・上屋のシャッターや事務所の１階部分の窓ガラスが破損した。
・第５ふ頭では、約1,300台の完成自動車が津波より押し流された。

津波浸水範囲

浸水深1.12ｍ

浸水深1.57ｍ



茨城港（日立港区） 震度6強・津波高4.2m

物流への影響

企 業 港湾被害の影響と現状

内航RORO船社 日立－釧路航路を運航していたが、岸壁が使用できな
くなり、5月23日まで東京港で臨時航路を開設した。
便数が1日1便から3日に2便に減少しサービスが低下
した。その後、5月24日に定期航路を再開し、5月25日
には完全再開（1日1便）した。

海外自動車メーカー 日立港で完成自動車を輸入していたが、千葉港、三河
港を代替港として使用した。その後、5月末に完成自動

車の輸入を再開した。

国内自動車メーカー 完成自動車を輸出していたが、横浜港からの輸出にシ
フトし、コスト増となった。その後、7月25日に完成自動

車の輸出を再開した。

石油SS、セメントSS 津波により航路・泊地に土砂が堆積し、喫水制限を強
いられコスト増となった。現在も一部の岸壁では暫定
水深で供用している。

出典：茨城港日立港区における東日本大震災の復旧・復興方針（H23.8関東地方整備局・茨城県）より作成
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茨城港（日立港区） 震度6強・津波高4.2m

復旧の経過

震災前後の貨物量の推移
（※常陸那珂港区含む）

出典：茨城県記者発表資料より作成

出典：港湾統計より作成
18

年 月 日
震災後
の日数

港湾の復旧 船舶入港状況

H23 3 11 0 震災発生
13 2 津波警報解除

20 9
第2埠頭B岸壁、
第5埠頭D岸壁供用再開

29 18 第1ふ頭C岸壁供用再開 石油タンカー初入港
4 3 23 貨物船により機械出荷

29 49 第4ふ頭E岸壁供用再開
5 24 74 定期RORO航路再開
6 1 82 第1ふ頭D岸壁供用再開
7 25 136 完成自動車輸出再開

東北港湾の利用可能岸壁の推移
※暫定利用可能岸壁を含む。

岸壁の復旧状況

出典：東北地方整備局港湾空港部HP
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東北被災港湾全体でみると、
利用可能岸壁数の割合は、25％回復に3週間、
50％回復に4ヶ月、80％回復に10ヶ月を要している。

外貿定期コンテナ航路への影響

出典：新成長戦略実現会議（第10回）資料（内閣官房H23.6.24）

東日本大震災による太平洋側港湾の被災により、東北・北関東に寄港するコンテナ航路
が休止した。
また、東北地方と京浜港を結ぶ内航フィーダー航路も休止した。
さらに、原発事故による風評被害により、外国人船員が寄港を拒否し抜港する航路もあっ

た。

20

6月20日（震災後3ヶ月）の回復状況



電気

ライフラインの復旧

東北電力管内の停電復旧率の推移

・東北各県では、1週間から10日で90％の停電が解消された。

・しかし、津波被害を受けた沿岸部の復旧はさらに時間を要した。

※復旧率＝（述べ停電戸数－停電戸数）／述べ停電戸数

出典：東日本大震災におけるライフライン復旧概況（時系列編）,能島暢呂,岐阜大学工学部,土木

学会地震工学委員会「ライフラインの地震時相互連関を考慮した都市機能防護戦略に関する研
究小委員会」2011.4.3

仙台港変電所・多賀城変電所の
被災・復旧状況

・両変電所から仙台港周辺の工業地帯に電力を
供給している。
・3/11に津波により浸水。
・4/5に仙台港変電所に仮設変電所設置、4/10に
多賀城変電所に仮設変電所設置し電力供給を
再開した。
・コンテナターミナルの電気設備は、受電盤等の
復旧に時間を要し、8月ごろ利用可能となった。

出典：東北電力NOW CSRレポート2011

仙台港変電所

仙台港変電所の復旧作業の様子

21

ライフラインの復旧

水道 ・水道は、地震や液状化により配管が破損する被害が多かった。
・仙台市の水道は、断水戸数が80％解消されるのに2週間を要した。
・宮城県の広域水道は、約1ヶ月後の4/16に復旧
・仙台港の工業用水は、4/18に復旧した。

出典：東日本大震災 仙台市水道復旧の記録H24.6

22



愛され、選ばれる港へー Port of Shimizu

ＢＣＰ策定の工程案

1

資料３

愛され、選ばれる港へー Port of Shimizu

地震・津波避難誘導計画

路面ペイント型フェンス貼り付け型

避難誘導標識（イメージ）

３０

地震・津波

津波ひなん所③
（既存施設を活用）

津波ひなん所②

T.P.+10.5

想定津波高 T.P.+3.2

想定津波高×2 T.P.+6.4

津波ひなん所看板

◆避難訓練で避難動線を調査⇒避難経路

2

津波ひなん所①

愛され、選ばれる港へー Port of Shimizu

地震・津波新興津ＣＴ地震災害復旧プログラム

3クレーンレールや砕石等の備蓄
愛され、選ばれる港へー Port of Shimizu

清水港の防災関係団体一覧

4

資料３








